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アメリカにおける日本人生徒のエスニシティを
めぐる位置取りの政治

―ロサンゼルス地域の A高校の ELDを事例にして―

佐藤郡衛（東京学芸大学国際教育センター）　　　　　　

小林聡子（カリフォルニア大学サンタバーバラ校大学院）

　＜要約＞

　本稿は，ロサンゼルスの A高等学校の ELDクラスでの観察と生徒へのインタビュー結果をもとに，
ELDに在籍する日本人生徒のエスニシティとその位置取りについて考察したものであり，次の点が明
らかになった。第 1は A高校の ELDが英語力や学習スキルの習得，アメリカの学校的価値とアメリ
カの公民性の内面化という機能を持つと同時に，日本人というエスニシティを強化する機能を持ってい

るという点である。第 2は，その日本人という枠は固定的なものではなく，生徒の交友関係という文
脈の中で多様な意味づけがなされているということである。第 3は，ELDの生徒は常にメインストリ
ームとの関わりの中で自分の位置取りをしており，メインストリームとの距離で生徒間の優劣が決めら

れているが，その立場をめぐり生徒は多様な位置取りをしているという点である。そして，第 4は，
ELD生徒の差異として「英語力」が重視されるが，特に「正しい」発音や「アメリカ人」の生徒の会
話のスタイルにあわせられるかどうかによってグループ間の力関係が決まるということである。以上の

ように，ELDは日本の生徒たちにとって多様な交渉の場であり，そのレベル，メインストリームとの
関わり，英語力といった差異をもとに生徒は自らの位置取りを行っている。

　

＊キーワード：ESL，ELD，日本人のエスニシティ，位置取り，海外帰国生徒教育

はじめに

　アメリカには多くの日本人が居住している。

特に，ニューヨークやロサンゼルスなどの大都

市には，長期に滞在する日本人の他に，アメリ

カの永住権をもつ人も多い。外務省の「海外在

留邦人数統計」によると，アメリカには

339,387人の在留邦人がいるが，そのうちロ
サンゼルス・カウンティ（以下，単にロサンゼ

ルスと略）には 46,507人が居住している。そ
の内訳は「長期滞在者」が 32,145人，「永住者」
（アメリカより永住権を認められている日本国

籍保有者）が 14,362人となっている ⁽¹⁾。長期

滞在者には，海外勤務等で一時的にアメリカに

滞在し，数年後に日本に帰国する人も多い。子

どもを帯同した場合，その大半は，現地の学校

に就学し，そこで英語で授業を受けることにな

る。

　1990年代にトヨタ，ホンダ，ニッサンなど
の自動車産業のトーランスへの進出とともに，

日本人コミュニティの中心はロサンゼルスの南

に位置するトーランスやパロスベルデス，さら

にはオレンジ・カウンティのアーバインなどに

移っていった。それに応じて，日本人の子ども

たちの多くもこうした地域の学校に就学するよ

うになる。トーランスでは，日本企業の受け入
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れを推進したこともあり，好意的に受け入れ体

制を整備してきた。しかし，財政難や日本の子

どもたちが特定の学校に集中したことにより，

さまざまな問題を抱えるようになっている。し

かも，「プロポジション 227」という公立学校
の教育を英語で行うことを義務づけた住民投票

が可決されたため，日本人の子どもにとり英語

習得への圧力が強まっている ⁽²⁾。
　カリフォルニア州の言語・センサスによると，

「英語力が十分でない」（Limited-English-Pro-
ficient―略して LEPという）子どもはロサン
ゼルスに 561,571人で全体の約 4割，オレン
ジ・カウンティが 149,535人で全体の約 1割
とこの二つで全体の半数に達する。日本語の

LEP数は 4,582人おり，その内訳はロサンゼ
ルス 1,571人，オレンジ・カウンティ 702人
となっている。最も多く在籍している学区がト

ーランス学区で，日本人の LEP数は 578人に
達する。この他，パロスベルデス学区が 292人，
オレンジ・カウンティのアーバイン学区が 424
人，アーカディア学区に 40人などとなってい
る ⁽³⁾。こうした LEPの子どもに対しては，第
二言語としての英語教育プログラムである

ESL（English as a Second Language）クラス
を設置し対応してきた。この ESLは，現在，
ロサンゼルスでは ELD（English Language 
Development）といわれ，LEPの子どもは「英
語学習者」と呼ばれている。ロサンゼルスでは，

「プロポジション 227」成立以降，英語の習得
が強調され，この ELDは，メインストリーム
についていけるようにするための英語力や学習

スキルの習得を英語によって行っている。

　今回，筆者らは日本人の子どもが多く在籍す

るロサンゼルスの A高等学校の ELDクラス
に 2005年 4月から学年末の 6月までほぼ毎
日観察とインタビュー ⁽⁴⁾ を行った（なお，小
林はその後も継続的に観察・インタビューを続

けている）。本稿は，その観察・インタビュー

をもとに，A高校の ELDクラスに在籍する日
本人生徒のエスニシティとその位置取りについ

ての分析をまとめたものである。なお，観察と

インタビューについては，本人と保護者の同意

を得て行ったものである。

ELDの位置づけとその機能

　A高校の ELDは，生徒の英語力に応じて初
級のレベル 1から上級のレベル 3まであり，
レベル 1とレベル 2は 1クラス，レベル 3は
学年に応じて 2クラス設置されている。子ど
もたちは，学期を通してこの ELDクラスで 1
時間から 3時間の授業を受け，残りはメイン
ストリームで英語力が十分な子どもと一緒に授

業を受けている。レベル 1のクラスは非常勤
の女性教師が，レベル 2とレベル 3は ELD専
任の男性教師が授業を担当している。両者と

も，長年，ELDクラスを担当し，英語学習者
の教育に携わってきたベテランである。また，

ELDクラスには非常勤のアシスタントが 1人
おり，教師に代わり宿題の回収，チェック，教

材の準備，その他生徒への細々とした指示（教

室の変更，課外活動の紹介等）などを行ってい

る。さらに，各クラスにはシニアの生徒が 1
人アシスタントとして入り，教材の整理，宿題

の回収の補助などを行っており，それが単位と

して認められることになっている。

　レベル 1のクラスでは，社会科と英語（lan-
guage arts）の授業が毎日 3時間行われており，
そこには日本人の生徒 6名と韓国系の生徒 3
名が在籍している。レベル 2のクラスは，毎
日 2時間行われており，そこには日本人生徒
が多く 9名，その他中国系，韓国系，メキシ
コ系が計 10名おり，基本的には英語の授業を
中心にして，ELD用の教材 ⁽⁵⁾ を使いながら，
メインストリームでの学習に必要なスキルの習

得をはかっている。生徒の英語力を向上させる

ためのさまざまなアクティビティを使うこと
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で，話す力，書く力の向上を図っている。

　レベル 3は 2クラスあり，1クラスはシニ
アの生徒を対象に 1時間のみ，もう 1クラス
は 9年生を対象に 2時間行われていた。シニ
アのクラスには日本人は 2名のみ，その他 6
名は中国系，韓国系の生徒である。もう 1ク
ラスには日本人が 3名，その他は中国系，韓
国系の生徒が 6名であった。日本人生徒のう
ち 1名は他の授業の関係で ELDにきたりこな
かったりしたため，常時 2名が授業を受けて
いた。

　この ELDクラスは，生徒に英語力をつける
ことを一義的な目標としているが，それだけで

なく常にメインストリームが意識され，メイン

ストリームについていくためのさまざまな学習

スキルの習得が目ざされていた。レベル 2や 3
のクラスでは，エッセーの書き方や解説文の書

き方などのライティング・スキル，解説文の読

み方や文学作品の読み方などのリーディン

グ・スキルといった言語事項に関するスキルの

習得に重きを置いている。この他，ELDクラ
スの役割は，アメリカ社会への同化や忠誠をね

らっているという点も忘れてはならない。レベ

ル 1のクラスで社会科を位置づけているのは
意味があり，アメリカの公民性を習得させる場

にもなっている。移民史から入り，現代に至る

までの通史を 7冊のテキストを使い学習させ
ていく。現代史では，「アメリカは移民の国で

あり，多様な民族が一緒の国を作ってきた。不

幸なことに民族差別もあるが，いまだに移民が

やってくるのは，アメリカでのよりよい生活を

求めてである。アメリカは希望と自由の国であ

る。自由は責任を伴う。多様な人種，宗教の人

たちが平和的に共存していくには責任を伴

う。」⁽⁶⁾ といった記述があり，こうした公民的
な価値を習得していくのである。また，ELD
では，自分の意見を表明すること，自分の立場

を明確にすることといったアメリカの学校にお

ける支配的な価値が強調され，そうした価値を

も内面化していくことになる。

　つまり，A高校における ELDクラスは，生
徒個々人の英語力の習得，メインストリームで

ついて行くためのスキル，学校生活に必要な価

値規範の習得，そしてアメリカの公民性の内面

化（アメリカ人になっていくこと）という役割

を果たしていることになる。その意味で ELD
クラスは，メインストリームの補償的な制度と

して位置づけられている。ELDはこうしたい
わば「表向きの顔」と同時に，生徒の側から見

ると，多様な交渉を通したアイデンティティの

とらえ直しの場になっている。本稿は，ELD
という場に注目し，ELDがそこに在籍する生
徒のエスニシティの強化にどのような役割を果

たしているか，そして，日本人生徒が他者との

交渉を通してそのエスニシティをどのように再

構成し，自らのアイデンティティを保持してい

るかという位置取りについて考察することを目

的にしている。

ELDというシステムによる

　　　　　　　　　　 エスニシティの強化

　A高校の ELDプログラムは，各国から集ま
った英語学習者の母文化や母語を教師らが積極

的に評価し，授業に取り入れている。例えば，

アメリカと日本を対比し，日本ではどうなのか

といった質問をすることが多い。また，韓国，

中国，メキシコなど，生徒の母国での体験や経

験との比較を通した学習が行われている。これ

は，多文化を尊重していることのあらわれであ

り，専任の教師は，ドイツ系移民の 3世であり，
ドイツに対する愛着が強く授業中もドイツの話

が頻繁に登場する。また，非常勤の女教師は日

系 3世であり，社会科の移民の学習では，日
系移民を例にすることが多く，英語も日本語と

対照させることで理解を深めさせようとしてい

る。両者とも，同じ言語グループの生徒らが母
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語を使用して助け合うことで安心感や学習効果

があがるとし，母語使用も積極的に認めている。

こうした実践と教師の姿勢を通し，アメリカに

おいて「外国人」である生徒が母文化や母語に

自信をもつようにさせたり，積極的に学習に取

り組む環境を作り出したりしている。

　休み時間や昼休みになると，この教室には

ELDを終了した生徒をはじめ，言語的・文化
的マイノリティ生徒が多く集まってくる。メイ

ンストリームのクラスにおいて生徒の母文化や

母語が無視されがちであることを考えると，多

文化を尊重した ELDのクラスは学校の中にこ
うした生徒が快適で安全に思えるスペースを提

供しているといえる。

　しかし，一方でこうした ELDにおいて多文
化性を強調することが，結果として生徒が「自

分たちの」文化やエスニシティを意識し，それ

らを強化するという機能を果たしている。例え

ば，「アメリカではこういうような風習がある

けど，中国ではどう？日本は？」といったよう

に，ELDクラス生徒の出身国（日本，韓国，
中国，メキシコ等）という枠組みが，アメリカ

との対比を通して強化されている。ELDクラ
ス内でのこのような多文化を意識した実践や，

各言語グループで交わされる会話により，

ELDに在籍する日本人生徒たちの中で「日本
人」という枠が作り出されていく。以下は

ELD2の授業中に著者の 1人である小林が電
子辞書の普及率が非常に高いことについて

Ma，Ya，Shに話しかけたときの会話である。
　

例 1）

1. 小林： みんな電子辞書持ってるね。

2. Ma： 日本人はみな持ってますよ。

3. Ya： 日本人は金持ちだから。

4. Sh： 僕は…日本人じゃないから。

（冗談ぽくいいながら，机の

下に辞書を隠す）

5. Ma & Ya： じゃ，お前何人だよ。
6. Sh： ……「山田人」（Shの苗字）。
7. Ma & Ya： 何だそれ。
　

　このように，日本語でのコメント「みな電子

辞書持ってるね」に対し，Maが「みな」とい
うカテゴリーをだし「日本人」という枠を定義

している。その理由として Yaが「日本人は金
持ちだから」という意味づけをしている。する

と Shが「僕は…日本人じゃないから」と冗談
ぽく電子辞書を隠し，それに対しMaと Yaが
「じゃ，お前何人だよ」と突っ込んでいる。一

見 Shが日本人であるという枠組みから自分を
ずらしているようにみえても，実際には 3人
とも自分たちがまず日本人であることをふま

え，その日本人という枠組みを手がかりに自分

たちの位置取りをしている。

　このような日本人という枠は，もちろん

ELDのクラスだけでなく，メインストリーム
に在籍する生徒たちとの関わりの中で生徒に強

化されていく。A高校では理数系の ELDプロ
グラムがなく，英語や社会科の学習以外はメイ

ンストリームの授業を取らざるをえないためで

ある。ELDとメインストリームのクラスを行
き来することで，生徒は自分がどこに所属する

のかを身をもって知るようになる。つまり，メ

インストリームの生徒と関わっていく中で，自

分たちが英語学習者であることや日本人である

ことを意識するようになっていく。

日本人生徒の対人関係とその差異化

　海外から初めてアメリカに来た生徒は，同じ

民族や言語グループで固まる傾向があることは

よく知られている。日本からアメリカに来て，

A高校に通っている日本人生徒らも例外ではな
い。一見，日本語という共通語を頼りに日本人

同士で固まっているようにも見えるが，いくつ

かのグループに分かれている。A高校における
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日本人生徒を観察していくと，いくつかのグル

ープ分けがなされていることが浮かび上がって

きた。それを手がかりに，数名の生徒にインタ

ビューをしたところ，一見日本人生徒が単に固

まっているように見えたものが，実は細かなグ

ループに分かれていることがわかった。各グル

ープの関係性は図 1のようになっている。
　この図 1をもとに，A高校における日本人
生徒の交友関係の実態を把握していく。まず，

① 10，11，12年生が混合している ELD3男
子グループ，② ELD2ベースの 9，10年生男
子グループ，③ ELD終了 11，12年生の男子
グループ，④ ELD終了 12年生男子グループ，
⑤ ELD終了 12年生女子グループ，⑥ 9年生
の ELD1 グ ル ー プ， ⑦ 10，11 年 生 女 子

ELD3グループ，⑧ ELD終了 12年生女子グ
ループ，⑨ ELD終了 10，11，12年生混合女
子グループなどがある。①，③，⑥，⑦，⑧，

⑨のグループは同じ場所で固まってたむろして

いることが多い。一方，②と④と⑤のグループ

はそれぞれそこから離れた場所で集まってい

る。

　ここで注目したいのは ELDのレベルと性別
がこのグループ分けの基準になっているという

点である。日本人生徒にとり ELDの授業は必
修であり，また，ELD1で同じクラスだった
生徒らは，その後 ELD2，ELD3ともち上が
っていくことが多い。そのため，学年が 1，2
年ずれても，ELDのクラスが同じ生徒同士が
一つのグループとして行動することが多くな

図 1　Ａ高校の ELDにおける日本人生徒の交友関係
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る。

　各グループ内部では細かな「派閥」があり，

しかも，各グループのメンバーは固定している

わけではなく，卒業生や転出生，新入生や転入

生などが入れ替わることで，グループが維持さ

れている。ただし，ある一定の基準のもとで誰

がどのグループに所属するかの交渉がなされ，

各グループ間の差異化がなされる。差異化は，

その呼称に明確にあらわれる。図 1に示すよ
うに，彼らが自グループと他グループを呼ぶ際，

様々なラベルが使われる。例えば，①の

ELD3男子グループは，④の日本人グループ
を「悪い日本人」と呼び，それと比較して自分

たちを「いい日本人」としている。また，③の

「スポーツグループ」と比べて，自分たちを「エ

ンターテイメントグループ」と表現する。この

ようなラベル付けで，共通して使われるのが「典

型的日本人」という呼称である。まず，④と⑤

のグループは，自分たち以外の日本人を「典型

的日本人」とラベル付けする。その一方で，①

の ELD3グループは，②の ELD2の男子生徒
たちを「ジャプス」と呼び，自分たちより劣位

化させている。さらに，一方で，①に「ジャプ

ス」と呼ばれた②のグループの何人かは，自ら

を「ジャプス」と呼んでいる。その力関係の基

準になっているのが，ELDのレベルである。
つまり，ELDのレベルが下であればあるほど，
他グループから「典型的日本人」というレベル

を貼られる傾向があるのである。このように，

ELDに特定の意味が付与され，ELDのレベ
ル別に，生徒たちは自らを位置取ったり，他者

を位置づけたりしているのである。

　ELDが日本人生徒間のグループ分けとその
力関係に大きく影響していることを示す例が

ELDを終了した Siとの会話である。Siは，
ELDの日本人生徒をまとめて「Typical Japs
（典型的日本人）」とある種嫌悪をこめて呼ぶ。

その理由を「日本人としかHang out（つるむ）

しないし，日本語しかしゃべってないから」と

話している。以下は Siが学校内の様子を説明
している際の会話である。

　

例 2）

1. Si： Itʼs funny that I know them. I 
donʼt talk to those…Japs, but I 
hear about them from my friendsʼ.

 （あの人たちのこと自分が知ってる

のはおかしいんだけど。あの人たち，

ジャップとは話さないし。でもね，

友達とかからよく話を聞くんです。）

2. 小林： Oh really ? Oh, I wanna go into 
that lunch area.

 （そうなんだ。あー，あの昼ごはん

食べるところに行ってみたい。）

3. Si： You wanna go there ? To see the 
typical Japs ? I donʼt want to go 
straight in there. Because they are 
gonna say hi to me and after that, 
they will only talk to you.ʼ

 （えー！　あそこに行きたいの？　

典型的ジャップを見るのに？　あそ

こに入っていくのやだなー。だって，

きっと奴ら挨拶はするだろうけど，

あとは聡子さんにしか話しかけない

んだから。）

　

　Siは，自分自身を「日本人」というカテゴ
リーに位置づけているが，「those…Japs」と「the 
typical Japs」というラベルからもわかるよう
に，グループで行動を共にする他の日本人を

「Japs」とラベル付けすることで自分との差異
化をはかっている。また，Siが，「昼ご飯」を
食べている日本人がいる特定の空間に自分をお

くことにも抵抗を示している。つまり，日本人

がたむろしている場所に入ることで，他者から

この日本人集団と同一視されることへの嫌悪
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や，自分より劣位の日本人グループからは受け

入れられたくないという心理が働いている。Si
は，ELDと英語力という差異に特定の意味づ
けをし，二項対立のもと，自分をより優位にす

るような位置取りをしている。

　日本人のグループ化は固定しているわけでは

なく，例えば，Siと⑤や④のグループらが「Japs
／典型的日本人」とひとくくりにした集団の間

でも力関係が存在している。①の ELD3の日
本人男子生徒らは，「日本人としかHang Out
しない（つるまない）」からという理由で，③

の ELD2の生徒らのグループを「Japs/典型的
日本人」であると中傷をこめて呼ぶ。また，今

年度からグループ④の 12年生男子とよく行動
を共にするようになった ELD3のMrは，同
じクラスの日本人生徒らについて次のように語

っている。

　

例 3）

1. Mr： あんまり好きじゃないんですよ。あ
あいう日本人。

2. 小林： どういう？
3. Mr： 群れてるっていうか。ぐわって。日

本人だけって。

　

　Mr自身も日本人生徒らと行動を共にするこ
とが多いものの，他の日本人生徒が集団で行動

することを非常に否定的にとらえていることが

わかる。一方で，①のグループにより「Japs/
典型的日本人」とラベル付けされた②の

ELD2の男子グループの生徒の中には，「俺た
ちジャプだもんな」と，自らそのラベルを使用

する者もいる。また，⑥の ELD1の生徒らは
自グループ内で「日本，日本人，日本語」に固

執している仲間を「アメリカにいるのに変だ」

といって自分と差異化させる。しかしながら，

日本人との会話の中でも英語を使用し，「非典

型的日本人」にこだわって生活している⑤グル

ープのような生徒が尊敬を集めるのかというと

そうではなく，それはそれで他の日本人生徒ら

に「Wannabe（偽者・なりたがり・かぶれ）」
であると中傷されることも多い。

　こうしたグループの構成は，どのようにして

他の日本人生徒に可視化され，顕在化していく

のだろうか。グループを構成する際に重要なの

が，ELDのレベルと性別であったが，単に
ELDプログラムが学校に存在するということ
だけではなく，ELD専用の教室があり，そして，
ELDの日本人生徒らが昼食をとったり，たむ
ろしたりする特定の空間が存在することが大き

な要因になっている。そうした空間には，

ELDの日本人生徒だけではなく，ELDを卒
業した生徒や英語学習者ではない日本人生徒

（英語力の高い生徒）も含まれている。「韓国人」

「中国人」「黒人」が決まったベンチを取るよう

に，ある一角は明らかに「日本人」がたむろす

る場所になっている。インタビューの結果から

も，日本人生徒がどのグループに入っているか

は，誰が昼食時にどこのテーブルに誰と一緒に

座っているかということで把握している。この

ように同じ民族グループや言語グループが固ま

っている様子を見て，図 1に示した④の 12年
生男子グループや⑤の 12年女子グループは，
そこにいる日本人のことを「Japs／典型的日
本人」と呼んでいる。

　グループ化された集団がある一定のスペース

にたむろすることにより，「日本人」として可

視化され，しかもグループ間で差異化し，それ

をもとに生徒たちはそれぞれ位置取りをしてい

るのである。特に，ELDの生徒を差異化し，
それに特定の意味を付与し，レベルが下の生徒

を「典型的日本人」として表象していく。この

ように，日本人生徒は，まずは日本人というよ

うに表象されるが，その日本人という枠をめぐ

り多様な交渉が繰り返される。特に，ELDに
特定の意味が付与されることで，そこに所属す
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るかしないか，さらにそのレベル別に，日本人

生徒たちは，自らを位置取ったり，他者を位置

づけたりしているのである。そうした交渉によ

り自分たちの存在を正当化したり，あるいは優

位にしたりするせめぎ合いがなされているので

ある。

メインストリームとの対比の中での位置取り

　ELDプログラムは，メインストリームの補
完的な機能をもち，常にメインストリームを目

指して進められている。A高校の ELDは，既
述のように限られた教科だけしか用意されてい

ないため，数学や科学などの理数系教科，体育

や美術などの技能教科はメインストリームで授

業を受けており，ELD以外の生徒とクラブ活
動も共にしている。ELDに在籍する日本人生
徒は，常にメインストリームを意識し，メイン

ストリームとの関わりを通して，自分たちのエ

スニシティを強化すると同時に，自らのアイデ

ンティティを再構成している。また，メインス

トリームと ELDという二項対立のもとで，「ア
メリカ人」＝「白人」を優位に位置づけるよう

な意識を形成していく。この「日本人」対「白

人」という構図のなかで，アジア系やメキシコ

系など他のエスニック・グループの枠組みや集

団間の優劣の関係性も作り上げていく。ここで

は，メインストリームとの関連をとおして日本

人生徒がどのような位置取りをし，他者を位置

づけていくかを考察していくことにしたい。

　日本人生徒のインタビューでよく話題になる

のが，ボーイフレンド，ガールフレンドについ

てである。12年生の男子の間では，「白人の彼
女」を作ることがアメリカの学校生活で達成し

たいことの一つになっている。以下の例は，グ

ループ④のMrと小林との会話である。Mrは
今年一年間ダンスのクラスをとっており，その

クラスが行うイベントへの参加を決定するため

のオーディションについて話したものである。

例 4）

1. Mr： この間オーディション受けたんだけ
どさ。

2. 小林： 何の？　ダンスの？
3. Mr： うん，あさってのイベントの。ペア

とかソロとかあるんだけど。

4. 小林： おー，どうだった？
5. Mr： 受かったんだけど。
6. 小林： おっ，おめでとう～。（拍手）
7. Mr： いやー，それが，相手が中国人の子

なんだけど，全然かわいくないんだ

よね。やる気が。

8. 小林： いやいや，かわいさじゃないでしょ。
（笑）

9. Mr： 白人のかわいい女の子とかならいん
だけど。

10. 小林：（笑）ダンスは？　ダンスはうまい
の？

11. Mr： ダンスはいいんだけど。
12. 小林： どんな曲で踊るの？
13. Mr： バリバリのラブソング。
14. 小林： （笑）
15. Mr： 向こうから頼まれたから，断れない

でしょ。

16. 小林： まあね。え，二人でオーディション
受けたの？

17. Mr： うん。オーディションのときも（腕
の毛をつまむジェスチャーで）グー

スバンプ（「鳥肌」のこと）。

　

　この例から，Mrがダンスの相手について，
まず「中国人」というカテゴリーで表現し，次

に容姿についてコメントをしている。そして，

それよりも「白人」の「かわいい女の子」がい

いというように，「白人」というカテゴリーを

付した上で，「かわいい」という容姿の好みを

表現している。ここで，重要なのは「ダンスが

上手か下手か」や「かわいいかどうか」ではな
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く，「白人」を好ましいダンスのパートナーと

している点であり，「白人」というカテゴリー

をより優位に位置づけているのである。

　こうした「白人」優位の意識は，日常的に見

受けられる。次の例は，昼食の時間に売店で見

かけた①のグループの Yiと Sに，どこでご飯
を食べているのかを聞いたときの会話である。

　

例 5）

1. 小林： どこで食べてるの？
2. Yi： 青いベンチのところです

3. 小林： こんど一緒に食べていい？
4. Yi： えー，どうしよっかなー。（笑）ホ

ワイトの女の子じゃないとだめなん

ですよね。

5. 小林： えー，そうなの？　おしいなあ。（笑）
6. Yi： 考えておきます（笑）

7. S： いつでもどうぞ（笑）

　

　「白人」の代わりに「ホワイト」というカテ

ゴリーで表現されているが，例 4と同様に，「ホ
ワイト」であることが望ましい女の子の前提と

されていることがわかる。日本人の女子生徒の

間ではこうした傾向はあまり見られなかった。

この二つの例だけでなく，その他のデータから

もガールフレンドや「一緒にいる（Hang 
out）」相手として「白人／ホワイト」が望ま
しいという意識が日本人の男子生徒に強いこと

がわかる。つまり，日本人の男子生徒は，メイ

ンストリームに特定の意味づけをし，「白人／

ホワイト」との関わりで自分の位置取りをして

いるのである。

　日本人生徒は，メインストリームとの関わり

の中で，日本人同士で一緒にいることに対し否

定的な意味を付与している。日本人のいくつか

のグループから数名ずつインタビューをしたと

ころ，全ての生徒が日本人同士で一緒にいるこ

とを否定的にとらえており，「アメリカ人」／

「外人」と友達にならなければいけないという

意識を強く持っている。例えば，A高校には毎
年全学年が掲載される学年アルバム（日本の卒

業アルバムのようなもの）にメッセージを書き

あう習慣がある。ELDの生徒も 6月末になる
と毎日分厚い学年アルバムを学校に持ってき

て，友人とメッセージを書きあう。特にどれだ

け「白人／ホワイト」の生徒にメッセージを書

いてもらったかが自分の位置取りに有効に働

く。①のMtが⑥の Yrに残したメッセージが
以下である。

　

　「今のうちに外人の友達作っておけ！　抜け

出せなくなるぞ !」
　

　Yrは，10年生で今のところ ELDを中心と
した⑥の日本人の女の子のグループと共に行動

している。Mtは 11年生でやはり①の ELD
を中心とした日本人の男の子のグループと行動

している。このMtのメッセージからも読み取
れるように，日本人だけのグループの存在を否

定的にとらえており，そこから抜け出す必要を

強く感じているのである。YrとMtに個別に
インタビューした結果によると，二人とも「ア

メリカ人」と友人関係を築きたいと思いながら

も，実際にはなかなか友達になる機会がなく，

どうしても日本人と行動してしまうというので

ある。Yrはこの点に関し，「もっと英語上手に
なって，アメリカ人と友達になるようにする」

と発言している。ここにも，メインストリーム

を軸にした日本人生徒の位置取りがみられる。

　「白人／ホワイト」，また「アメリカ人」がよ

り望ましい友達であり，他の日本人グループは

日本人としか行動せずに日本語しか話さないか

ら「典型的日本人／ Japs」であると批判する
生徒たちも，実は日本人との交流が多い。例え

ば，他グループを「典型的日本人」であると強

く批判していた④グループのDjや Tkに，ど
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う違うのかと尋ねると，「昔はアメリカ人もグ

ループにいたが，今は日本人ばかりのグループ

になっている」という。また，⑤の Siらも，
昔は他にもグループのメンバーがいたが，今は

“Half-Japanese・Half-Pilipino” の子と，バイ
リンガルの日本人 3人と行動しているという。
同じように，①のMtは「日本人なんだけど，
アメリカンなかんじで，日本人なんだけど，ア

メリカ名使ってる」生徒と親密であるというも

のの，つねに共に行動するメンバーは日本人で

あるという。

　このように，「アメリカ人／白人」を望まし

い友人像と思いながらも，実際にはことばの壁

により交流を持つことはまれである。その代償

として，アジア系の生徒や日系アメリカ人の生

徒らの友達がいることで，「典型的日本人」で

はないという位置取りをしているのである。

「英語力」の意味づけとそれをめぐる位置取り

　ELDに在籍する日本人生徒は，「アメリカ人」
など「マジョリティ」のメンバーと社会関係を

築く際，常に自分が英語学習者であるというこ

とがつきまとう。そのため，彼らにとって「英

語力」は自分たちの位置取りをする際の大きな

手がかりの一つであることは明らかである。「英

語ができない」ということは，A高校の日本人
生徒間の位置取りに際して劣勢に働き，しかも

日本人であるという意識を強化することにもつ

ながっている。以下は②の ELD2グループの
Oが昼食に向かう際の会話である。
　

例 6）

1. 小林： いやー，こうやってみるとこの学校
おっきいね。

2. O： そうですか？　中学の方が大きかっ

たから。

3. 小林： あ，中学もこっちだったんだ。
4. O： はい。

5. 小林： Oくん，どれくらいこっちにいる
の？

6. O： 長いですよ。でも英語ぜんぜんでき

ないですよ。（笑）

7. 小林： （笑）
8. O： もういいんです。あきらめてるから。

9. 小林： えっと大学は？
10. O： 大学は日本に帰ります。
11. 小林： 高校はこっちで終わらせて？
12. O： はい。
13. 小林： そうなんだ。
　

　「どれくらいこっちにいるの」という質問に

対し，Oは「長いですよ。でも英語ぜんぜん
できないですよ」と答えている。ここから，ア

メリカに長く滞在しているならば，英語ができ

なければいけないという「常識」（日本人生徒

の間に共通した意識）が存在することと，O
がそれに自分が当てはまらないと感じているこ

とがわかる。また，「もういいんです。あきら

めてるから」とOが加えていることから，過
去に努力してみたものの好ましい結果に向かわ

ず，現在は特にどうこうしようと考えていない

ことがわかる。Oが中学で一緒だったメンバ
ーたちは，高校で ELDのレベルに分けられた
際にOよりも上のレベルから始まっている。
このように英語力の優劣を明確に分けられるこ

とにより，自分の英語がだめだというように自

己を定義している。また，英語に対するコンプ

レックスが主な要因となり，友人関係も日本人

に限られており，自分自身を「ジャプ」と呼ぶ

ことで，アイデンティティを保持しようとして

いる。

　英語力は，大きく学習に関わる英語と社会関

係を築く際に必要な日常英語に分けられる。ま

ず，学習に必要な英語力であるが，その多くは

ELDのクラスで学ぶことになる。すでに指摘
したように ELDのレベルは日本人生徒間のグ
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ループ分けに大きな影響を持っている。英語学

習者は入学や編入の際に英語のテストを受け，

その結果により ELDのレベル 1，2，3と 9
年生限定の ELD3に分けられる。また，学校
に存在しているプログラムであるため，生徒の

人数によって各年度で開講されるクラス数が異

なる。また，各クラス間で人数を調整する必要

があるため，クラスのレベル分けの基準もあい

まいである。しかしながら，レベルごとに教室

が振り分けられることで，生徒たちにはそうし

た「曖昧な」差異を明確な差異として位置づけ

ていく。そのため，学年・性が同じで，メイン

ストリームの数学等で同じクラスであったとし

ても，ELDのレベルが異なる生徒は同じグル
ープで行動することは多くない。一方，ELD
で他学年と同じクラスに入った新入生は，学年

にかかわらず同性の ELDのクラスメートのグ
ループに入る傾向がある。

　また，ELDクラスにおける成績，その他の
クラスの成績，SATや TOEFLのスコア，英
検なども学校における彼らの位置づけに影響を

与えている。ELDに在籍する日本人生徒たち
は，日本で高校なり大学なりに進学することを

大前提としている。そのため，点数としてあら

われる英語力は彼らの位置取りにとって重要な

要素である。次の例は，英検を受けるという

MaにDkがその理由を聞いているところであ
る。Maは，14歳で日本の中学 3年生にあたり，
Dkと Shは 16歳で高校 1年生である。Ma
と Shはアメリカでの生活が 2年目で，Dkは
まだ 1年目である。
　

例 7）

1. Dk： なんで英検受けるの？
2. Ma： 受験のためだよ。当たり前じゃん。
3. Dk： 大学受験？
4. Ma： 違うよ。高校受験。
5. Dk： え，日本かえるの？

6. Ma： 当たり前じゃん。
7. Dk： じゃあ意味あるね。じゃ，今年帰る

の？

8. Ma： うん。秋とか。
9. Sh： 英検 3級取っておくとぜんぜん違

うっていってた。

10. Ma： そうなんだ。
　

　Maが強く「当たり前じゃん」といっている
ように，A高校の ELDの日本人生徒の中には，
日本で進学するということが当然のこととなっ

ている。Dkはアメリカに来た当初はアメリカ
での進学も考えていたが，現在は日本での進学

の意志が固い。日本の大学への進学を希望して

いる 11年生の Shに尋ねたところ，「それはや
っぱりいい大学にいけるからじゃないですか。

こっちで大学っていってもコミュニティカレッ

ジくらいしかいけないし。日本だったらそれな

りの大学にいけるし」という。また，同様に

12年生の Ysに尋ねたところ，やはり日本の方
が「名門校」に入れるからということが理由で

あった。その他の生徒も同様の理由で日本の大

学進学を目指していることが多く，たとえアメ

リカでの受験を考えているという生徒でも，日

本の大学も念のため受験するという。日本の大

学に「帰国生徒枠」で進学する際，アメリカの

高校の成績，さらには SATと TOEFLのスコ
アも関係してくる。Maのように日本で高校進
学をする生徒は，高校の成績と日本の英検が重

要になる。アメリカの高校でよい成績をとるた

めには，英語力が不可欠である。また，数学と

英語のテストを含む SATもさることながら，
英語力そのものを測るTOEFLも重要になる。
そのため，日本人生徒の間では試験の成績が英

語力と結びつき，「だれが頭がいい」というこ

とが「英語ができる，できない」ということと

密接に関連付けけられて語られる。そのため，

ELDのレベルや英語力が上がるほど，日本人
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生徒の間の位置づけも上がっていくのである。

　しかし，英語力には違う意味も付与されてい

る。学力としての英語力だけでなく，日常の会

話で必要な英語力も生徒の間では重要になる。

教室を出て，非日本語グループの生徒らと社会

関係を築く際，発音がどれだけ流暢か，スラン

グをどれくらい知っているのか，どれだけ「ア

メリカ人」の会話のスタイルに合わせて話せる

かなどが重要になってくる。しかも，これが他

の日本人生徒を意識し，比較する際の重要な要

素になっている。例えば，中学のときに 2年
間アメリカに滞在し，日本にしばらく帰った後

に再びアメリカに戻ってきた Siは，自分の英
語に関して次のように話している。

　

Once I have lost English when I went back 
to Japan. So this time, I donʼt wanna lose 
it. Thatʼs why I try to speak English as 
much as possible. I am so happy that my 
pronunciation is good because I came here 
earlier than others. I know other Japanese 
students struggle with their pronunciation.
（昔日本に帰ったときに，英語がぜんぜん話

せなくなっちゃったの。だから，今はなるべ

く英語で話すようにしてる。私はアメリカに

来たのが他の人より早かったから，発音がよ

くてよかった。他の日本人の生徒は発音で困

ってるし。）

　

　日本人生徒にとっては，Siがいうように，
発音が流暢かどうかが自らの位置取りに大きな

影響を与えているのである。発音が「日本人」

像と関連付けられるため，発音が流暢であれば

「典型的日本人」像から離れることができる。

同様に，スラングをどれくらい知っており，使

いこなせているのかも大切な要素になってい

る。ただし，「アメリカ人」と話すために発音

の流暢さやスラングが必要であるというより

も，Siが表現しているように，「他の日本人と
比べて」自分の発音がどうか，「他の日本人と

比べて」スラングをどれくらい知っているのか，

という点が彼らの間の優劣をめぐる位置取りの

鍵になっている。このように，英語力には複数

の意味が付与され，学力と同時に「正しい」発

音が日本人生徒間の位置取りの重要な要素にな

っているのである。

日本人生徒の位置取りをめぐる政治

　以上の結果をもとに，ELDを場にした日本
人生徒の位置取りをめぐる政治の特徴について

まとめておこう。第 1は日本人というエスニ
シティの複層性である。ELDという第二言語
教育プログラムのシステムは，日本人というエ

スニシティを顕在化させる上で大きな役割をに

なっている。これまで，現地の学校に通学する

生徒のエスニシティは，「アメリカ人」対「日

本人」という二項対立のもと，固定的で単一な

ものとしてとらえる傾向があったが，本稿の結

果から明らかなように，日本人というエスニシ

ティは，生徒同士の関係の中で多様な意味が付

与されている。また，日本人生徒の交友関係は

いくつかのグループに分かれており，そのグル

ープごとに日本人という意味づけも変わってい

る。ELDの日本人生徒は，日本人という枠を
受け入れつつも，それを固定化させずに交友関

係やその時々の文脈に応じて使い分けており，

多様な意味を付与している。そして，この多様

に意味づけられた日本人を手がかりにして，自

らのエスニシティを再構成している。

　第 2は ELDにおける位置取りが学校への適
応につながるという点である。日本人生徒は，

ELDのレベル，メインストリームとの関わり
の度合い，英語力といった差異のもとで，他者

からの位置づけがなされる。ELDに在籍する
ことで「典型的日本人」「ジャプス」といった

ように表象され，劣位に位置づけられるが，そ
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の位置を主体的な戦略によりずらすことで自ら

のアイデンティティを保持している。こうした

主体的な戦略が学校への適応に大きな意味をも

っている。例えば，4月早々に ELDに日本か
ら転入してきた生徒は，当初，日本人同士で固

まることに否定的で，「アメリカ人」の友達を

つくろうと考え，日本人のグループから距離を

置いていた。しかし，現実の壁は高く，メイン

ストリームとの関わりがもてずに孤立していた

が，自ら居場所を求めて同じクラスの ELDの
男子グループに近づいていき，そのグループに

受け入れられていった。しかし，そこにいつま

でもいたいわけではなく当面の戦略であるとい

う。このように，学校に居場所を確保するよう

な位置取りをすることで自らのアイデンティテ

ィを保持したのである。学校への適応とは，そ

の時々の文脈の中で自らの位置取りをしていく

ことに他ならない。こうした観点からいえば，

ELDは日本人生徒にとり，自分の位置取りを
していく上で重要な存在になっており，学校へ

の適応に大きな意味を持っているといえる。こ

れまで，適応はアイデンティティの確立と結び

つけられてきたが，ELDの日本人生徒は，自
分の居場所を確保するために主体的な戦略をと

っている。それは，他者を差異化し，自分より

も劣位に置くような位置取りである。こうした

その時々に応じた位置取りをすることで，生徒

たちは学校に適応していくのである。

　第 3はメインストリームの多文化性の必要
性である。A高校の ELDでは多文化を尊重す
る実践が行われ，生徒の母語や母文化をできる

だけ活かす工夫がなされていたが，このことが

生徒のエスニシティを強化する結果になってい

た。これは，メインストリームとの関連が強調

されるためだが，メインストリームでは必ずし

も多文化性を取り入れているわけではない。特

に，英語習得と学力の向上という近年の動向

は ⁽⁷⁾，メインストリームでの多文化性を排除

する傾向すらある。こうした状況でもし ELD
のクラスがなければ日本人生徒は学校での居場

所を失うことにもなりかねない。ELDの多文
化性を活かすには，メインストリームの中でも，

多文化が尊重されるような実践や取り組みがな

される必要があるし，そのことで生徒の位置取

りも変化する。少なくても，メインストリーム

＝「白人／ホワイト」への優越性や「アメリカ

人」の友達がいるかどうかで日本人同士の差異

が強調されることは少なくなるように思う。

ELD1の社会科のテキストに記されているよ
うに「移民がアメリカをつくり，多様性をもた

らし，それが豊饒の契機になる」ということが

実現すれば，日本人生徒同士の位置取りや他の

生徒の位置づけ方も大きく変化するに違いな

い。

　
　附記
　A高校でインタビューに応じていただいた多くの皆さ
んに感謝いたします。なお，佐藤は平成 16年度「海外
先進教育研究実践支援プログラム」の助成をうけて，カ
リフォルニア州立大学ロングビーチ校に派遣されて本研
究を実施した。また，カリフォルニア大学サンタバーバ
ラ校にも調査の実施等にあたり配慮いただいた。関係各
位にこの場を借りて感謝の意をあらわしたい。

　

　注

⑴　外務省領事局政策課，2004年，『海外在留邦人数
調査統計』（平成 17年版）
⑵　「プロポジション 227」とその後のカリフォルニア
州の言語教育政策については，小林聡子，2002年，
『カリフォルニア州における「バイリンガル教育」政
策に関する一考察』（修士論文，未公刊）に詳しい。

⑶　California Department of Educationの Language 
Census（2004―2005のデータ）より。

⑷　インタビューは，いわゆる「非構造面接」によって
行った。

⑸　ELD2 の ク ラ ス で は，Shining Star, Literature 
Textbook, Holtの Level 2のテキストを使用してい
た。

⑹　ELD1の社会科は，Explore America-�e American 
People �en and Now,（Book7）を使用していた。

⑺　最近のアメリカの教育改革の動向については，Lin-
da Darling Hammond＆ John D. Bransford （Eds.）, 
2005, Preparing Teachers for a Changing World, 
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Jossey-Basなどを参照。
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　Based on the observation and interview data taken at one high school in Los Angeles, this paper 

examines how “Japanese” students in ELD （English Language Development） program negotiate their 

ethnic identity and position themselves in relation to others. Throughout the analysis, we have found 

below: 1） ELD program functions in order for students to learn English skills, academic skills at the 

American school, and values and citizenship as American. However, it at the same time enhances students’ 

notion of their ethnicity. 2） The frame of ethnicity such as “Japanese” is not fixed but fluid. Students give 

various meanings to the category in relation to others. 3） The ELD students in this study commonly 

position themselves using “mainstream” students as indicators. Measuring their closeness with 

“mainstream”, they negotiate their superiority compared to other ELD students. 4） The students re/

construct their power relationship based on “English ability”, which can be divided into academic English 

such as test score, and social English such as pronunciation and the use of slang words. Through the ELD 

program, the “Japanese” students negotiate their social positions by differentiating themselves form others 

based on their ELD level, relationship with “mainstream” students and English ability. 


